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イチゴに対する

ロング Sの施肥改善効果について

1. 促成イチゴの栽培体系の驚異的変化

促成栽培型のイチゴは昭和60年代に入って驚異

的な品種更新が進められ，わずかな期間のうちに

「女峰J，Iとよのか」の 2品種が産地，市場とも

に占領するようになった。どちらの品種も外観，

食味， 日持ちなど，果実の品質が優れていること

と同時に，それまでの早生品種よりもさらに花芽

分化時期が早く，価格の高し、年内に多くの収量を

得ることができ，経営上有利となることが評価さ

れたものである。

品種が変わるのと同時に，両品種の特性を生か

してさらに収穫時期を前進させる技術が導入され

た。窒素中断や低温処理を効率よく行い，花芽分

化時期をさらに早める育苗技術がそれで，ポット

(鉢)育苗をはじめ，低温暗黒処理，夜冷処理な

どがあげられる。これらはすでに各産地に広く普

及しており，品質の高い果実を11月上旬から出荷

することが容易に行われるようになった。

一方，こ うした急激な変化が生産現場にもたら

した問題点も数多い。それらは病害虫の多発や果

実の着色不良といった，主に品種の性質に由来す

るものと ，育苗期間の長期化や定植後の活着不良

香川県農業試験場三木分場

主任技師近藤弘志

などとい った，主に作期や栽培法の変化によるも

のとに大きく分けられる。もちろん，両者が密接

に関係していることはいうまでもない。

2. 変化がもたらした施肥管理上の問題点

施肥管理の点でも，定植時期が早まったことに

よる影響が現れている。イチゴの促成栽培では，

定植から収穫打ち切りまでの期間が 7--9か月に

も及ぶうえ， マルチ ングや着果位置の関係で追肥

がやりにくく， NKロングなどの緩効性肥料に よ

る基肥主体の施肥管理が行われる場合が多い。

ところが，香川県における「女峰」の栽培パタ

ーンを例にと って定植時期を比較すると，最も早
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表 1 香川県における促成イチゴの栽培パターン(木材のみ，品種

「女峰J) 

育苗方法 ~月 r 9 I 10 日E斗1J2!3!4lE

夜冷育苗! ofa---fe---LUi-LJI I : I I : I I :_J I : rTTTll 

jo--ja--j-什す下「jlii1111UitrrJ

ポット育苗 I : 0 --~一一-El---EE了日ハ

地床 育苗 l i o f---j一一---~-----o

従来

(宝交早生・

地床育苗)

e 

する時期の窒素過多も，どうや

ら関係しているようである。

こうした問題点をふまえて，

施用直後，あるいは高温時の過

剰な溶出を抑えた肥料が現場で

求められている。

3. N KロングSの施肥改善効

果確認試験

このたび当場において，こう

いった条件を満たす肥料のひと

つとして iNKロング 203-S

タイプ」を選び，香川県の主力

品種である「女峰」の夜冷育苗

促成栽培に対する効果につい
0:定植、 口コニ1 : 収穫

い夜冷育苗促成の場合，従来の促成栽培(品種:

「宝交早生J)に比べ約 1か月も早い(表-1)。

このため，基肥がより高温時に施用されることに

なる。たいていの肥料は高温時ほど溶出が盛んに

なるため，定植直後に肥効が高まることになって

しまう。しかもイチゴの場合，ハウスものといっ

ても定植から 1か月ほどはビニールがかかってお

らず，雨ざらしとなっているため，肥料分の溶出

て，調査を行った。この肥料

は，施用後30日間の肥効を抑えた肥料とのことで

あり，従来の施肥における問題点の改善が期待で

きる。今回はあまり詳しい調査はできなかった

が，現場でいくらかの参考になるのではと思い，

結果を簡単にお知らせする。

(1)試験方法

試験は 2か年にかけて行い， 1989年秋定植分に

になお拍車がかかる。

は iNKロング S-160日タイプ刊を， 1990年秋

定植分には同じく i140日タイプ」を用いた。

これでは，長期間効くという緩効性肥料の役目 試験区の構成は表-2に示したとおりで， Sタ

を果たさないばかりか，窒素過多により茎葉が繁 イプを従来の iNKロング-140日夕イフ。」に置

りすぎたり，版花房の花芽分化が遅れる原因とな き換えた区と，さらに円、ちご配合肥料」の一部

る。また版花房によくみられる不授精果や変形果 を置き換えた「増施 (100kg) 区」を設けた。標
翠ー

などは，第一の原因は温度であるが，花芽が生長 準区は県野菜栽培指針にほぼ準じて設計した。施

表 2 試験区の構成と施肥量 (10a当り kg)

肥料・資材名 (N:PZ05 : KzO) 

NKロンクゃS (20 : 0 : 13) 

NKロンクや (20: 0 : 13) 

いちご配合 (5:5:5) 

苦土重焼燐 (0 : 35 : 0) 

粒状サンライム

① 

80 。
160 

50 

200 

② 

100 。
80 

60 

200 

③ 

0 

80 

160 

50 

200 

キッポPXスーノマー 40 40 40 

注 ①NKロングS-160およぴ140日夕イプ、 80kg/l0a区
②同、 100kg/l0a区
③標準区

ロングの施用時期:160日タイプ 1989年 9月11日、 140日タイプ 1990年 9月12日
施肥方法:全層施肥成分量(N: PZ05 : KzO) :①およぴ③24.0:25.5: 18.4、
②24.0 : 25.0 : 17.0 

普(編集部注〉本タイプは1989年試験用として試作したもの。製品は140タイプと180タイプ
がある O
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表 3 耕種概要

正員 目 160日夕イフ。 140日夕イフ。

夜冷処理時期 8 月 9 日 ~9 月 5 日 8 月 28 日 ~9 月 20 日

処理温度 干支j品ltc 夜温13
0

C

処理時刻 16 : OO~ 8 : 00 16 : OO~ 8 : 00 

定植時期 9月18EI 9月25EI 

栽植方法 畝幅110cm i畝幅110cm
株間18cm、 2条植え 株間20cm、 2条

j主 160 日夕イフ。は1989~三、 140 日夕イフ。は 1990{ド

表 4 本ぼにおける生育 (160日タイプ〉
(10株平均 cm)

11月13日 12月12日
区 名

葉 数 葉 柄 長葉長葉幅葉数葉柄長葉長・葉幅

S-160タイフ。 80kg 6.7 12.0 10.9 19.2 9.6 12.5 10.6 18.1 

100kg 7.2 11. 4 10.8 18.6 10.4 12.8 10.7 17.9 

標 準 7.3 10.5 10.5 17.6 9.4 10.9 10.3 17.5 

1月20日 3月30日
区 名

葉数葉柄長葉長葉幅葉数葉柄長葉長葉幅

S-160タイフ。 80kg 12.2 12.5 10.8 18.2 14.3 13.4 9.0 15.8 

" 100kg 11.7 12.9 10.3 17.9 17.7 14.5 9.3 15.9 

中耳 準 12.2 11.3 10.1 17.0 15.2 11.6 8.6 14.6 

注 1989~ 1990年

表 5 本ぼにおける生育 (140日タイプ〉

(10株平均 cm)

12月 3日 3月4日
区 名

草丈葉柄長葉 長 葉 幅 草 丈 葉 柄 長 葉 長 葉 幅

S-140タイフ。 80kg 17.3 11. 2 10.0 

" 100kg 16.9 11. 3 9.8 

キ票 準 17.0 11. 5 9.4 

i主 1990~1991年

肥方法は全量全層施肥とした。

品種は「女峰」を用いた。「女峰」は現在香川県

で栽培されているイチゴの約 6割を占めている。

作型は夜冷育苗促成栽培で， 160日タイプは 8

月前半， 140日タイプは 8月後半に，それぞれ夜

冷処理を開始するパターンとした。耕種概要につ

いては，表-3に示したとおりである。

(2)結果の概要

①生育について

栽培期間中，何度か地上部の生育調査を行った

が，その結果の主なものを表-4， 5に示した。

育苗にロックウール粒状綿を用いたことと，定

植が遅れてやや老化苗となったために活着が悪

く，初期生育はどの区ともふるわなかった。初期

には標準区の生育が盛んとなることが予想された

17.5 19.0 12.5 9.9 16.8 
18.0 18.4 12.4 9.7 17.7 
18.0 16.5 11. 2 9.0 16.5 

のであるが，このような理由からか，区間差はあ

まり認められなかった。

収穫が進むと，いわゆる「成り疲れ」と低温に

より生育が落ち込むが，この現象は両試験とも標

準区で最も目立った。一方Sタイプ，中でも S-

160日タイプは春先に生育がし、ち早く回復し，旺

盛となる傾向がみられた。このことから，溶出が

遅れて進む Sタイプの特徴が，生育に影響を与え

たことがうかがえる。

②収量について

階級別，月別の可版物重量，および月別の平均

1 果重について調べた結果を図~1--6に示した。

調査は S-160日タイプについては 4月20日まで，

S-140日タイプについては 4月末日まで行った。

活着，初期生育がよくなかったため，収穫開始
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階級別収量 (160日タイプ，10株当たり〉も予定より遅くなった。収 図

穫開始時期は 9月18日定植 (g) 4，000 

分(8-160日タイプ〉は11

月中下旬， 9月25日定植分 3，000 

(8-140日タイ プ〉は12 電

月初旬で，区間差は明確に 2.000 

は認められなか った。

タイプ別に内容をみてみ

ると， 8-160日タイプで

は全収量は 80kg区， 100kg 

区ともに標準区の 1095ぢと

なり，わずかに増収とな っ

た。商品価値の高いM級以

上の収量についても，だい

たい同じ傾向とな った (図

-1  )。

また月別の収量をみる

と，低温期，特に 1月の収

量が，標準区より多くなっ

ていることがわかる (図-

2)。この栽培パター ンで

は， 1月は阪花房の収穫が

始まる時期であり， 8-160

日タイプの施用が阪花房の

分化にプラスに働き，阪花

房の発生の前進化となり，

大型化なりに役立っている

と考えられる。

平均 1果重については，

区によりばらつきがみられ

たが， トー タルではあまり

差は現れなかった(図-3)。

一方 8-140日タイプに

ついては， 全 収量は 80kg 

区，100 kg区ともに標準区

の108%と，やはりわずかに増加した。しかし， M

級以上の比率はほとんど差がなか った(図-4)。

月別の収量をみると， 100kg区の 2， 3月の収

量が多くなった(図-5)。この作は秋の気温が

特に高く，服花房の発生が遅れる条件がそろ って

いたが，窒素のうちの Sタイプの比率を高めたこ

とが，阪花房の発達や収穫時期の前進化に役立つ

~AB 
盟問 S以下

園田 M

1::::::::::::::1 L 

E盟 2L以J'.

t三北
陸.

。
S-160 80kg S-160 100kg 標準
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図 2 月別の収量 (160日タイ プ，10株当たり 〉
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図 3 月別の平均果重 (160日タイプ，20株平均〉
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たとも考えられる。 なお平均 1果重については，

あまり 差はみられなか った (図-6)。

以上の結果をまとめてみると，まず Sタイプの

施用により，収量の増加が期待できることがわか

った。特に阪花房にはプラスに働いていると 考え

られる。これは，定植直後の窒素過多による阪花

房の分化や発達の遅れが抑えられたことによるも
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る。

今回の試験では，作業上

の不備もあ って差はあまり

顕著には現れず，また服花

房の変形異の防止効果も認

めることができなか った。

しかし，さらに作期を前進

させた場合， 高温の時期を

より長く経過することによ

る効果の差が，よりは っき

り現れるのではないかと考

えられる。

4. 省力化に果たす緩効性

肥料の役割

促成イチゴに対する，N

Kロング Sタイプのよう な

緩効性肥料の重要性はすで

に述べたとおりであるが，

このほかにも考慮すべき点

がある。それは，省力化の

問題である。

イチゴに限らず，野菜類

の生産現場では，高齢化や

後継者難などによる労力不

足が慢性化している。このため生産者はなんとか

省力化を図ろうと ，模索を繰り返している。

育苗も含めると一作が 1か年以上にわたるイチ

ゴ栽培の場合，本ぽの施肥管理は省力化を図るう

えではそれほど重要視されないかもしれない。け

れども， 9か月間の本ぽでの栽培期間中には，必

ず追肥に労力を傾ける必要が出てくる。

イチゴに追肥をやる場合，生産者は果実を汚さ

ないように慎重にマルチ をめくりあげ，畝を崩さ

ないように株間や畝の肩に肥料を入れる。すべて

のと思われる。

また，収穫期中盤からの

肥え切れによる生育の低下

が防げることもわか った。

これは肥効が長続きするこ

との現れであり， 収穫期間

の長い「女|峰」にはことに

有利となることが予想され

図 4 階級別収量 (140日タイプ，10株当たり〉
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しゃがむか，腰を曲げて行わなければならない。

こうした作業は，そう何度もできることでは-な

3 4 

し、。

液肥で対応することも多いが， I女峰」 はかん

水の量をかなり抑えて作るため，あまり多くの養

分の供給は期待できない。

このようなことからも，確実に長期間肥効が持

続し，しかも初期の窒素過多の心配がし、らない S

タイプのような肥料は，心理的な面も含めて生産

者の労働の緩和に役立つものと思われる。


